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山
本
農
水
大
臣
政
務

官
ら
来
賓
か
ら
祝
辞

来
賓
と
し
て
山
本
佐
知
子

農
林
水
産
大
臣
政
務
官
、
江

島
潔
漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促

進
議
員
連
盟
幹
事
事
務
局

長
、
坂
本
雅
信
全
漁
連
会
長
、

枝
元
真
徹
大
日
本
水
産
会
会

長
ら
が
出
席
。
令
和
８
年
度

に
最
終
年
度
を
迎
え
る
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
の
着
実

な
実
行
に
向
け
て
、
一
致
団

結
し
た
。

本
大
会
は
漁
港
・
漁
場
・

漁
村
の
総
合
的
整
備
を
図
る

た
め
に
全
国
の
漁
港
漁
場
関

係
者
が
参
集
し
て
開
催
さ
れ

て
お
り
、
昭
和
２４
年
の
第
１

回
開
催
以
来
、
７４
回
目
を
迎

え
た
。
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
を
着
実
に
実
行
す
る
た

め
に
、
漁
港
・
漁
場
・
漁
村

・
海
岸
整
備
の
促
進
に
係
る

関
係
諸
施
策
の
積
極
的
な
推

進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
全
国
の
漁
港

漁
場
関
係
者
の
総
意
を
も
っ

て
提
言
が
採
択
さ
れ
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
政
府
、
国
会

等
に
対
す
る
要
請
活
動
を
行

う
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
平
家
の
女
官
た
ち

が
遊
女
に
身
を
落
と
し
な
が

ら
も
亡
く
な
っ
た
安
徳
天
皇

を
偲
ん
で
参
拝
す
る
姿
を
再

現
し
た
「
上
臈
（
じ
ょ
う
ろ

う
）
道
中
」
が
披
露
さ
れ
、

来
場
者
を
魅
了
し
た
。

大
会
で
は
開
催
地
を
代
表

し
て
前
田
晋
太
郎
下
関
市

長
、
主
催
者
を
代
表
し
て
田

中
郁
也
（
公
社
）
全
国
漁
港

漁
場
協
会
会
長
が
挨
拶
し

た
。来

賓
の
山
本
農
水
大
臣
政

務
官
の
祝
辞
に
続
き
、
江
島

漁
港
議
連
幹
事
事
務
局
長
が

鈴
木
俊
一
会
長
の
祝
辞
を
代

読
。
坂
本
全
漁
連
会
長
、
枝

元
大
日
本
水
産
会
会
長
が
祝

辞
を
述
べ
た
後
、
村
岡
嗣
政

山
口
県
知
事
が
歓
迎
挨
拶
を

述
べ
た
。
議
事
に
入
る
前
に
、

司
会
者
よ
り
石
破
茂
総
理
大

臣
、
高
市
早
苗
自
民
党
総
裁

か
ら
の
祝
電
紹
介
が
あ
っ

た
。前

田
下
関
市
長
を
議
長
に

選
出
し
、
議
案
の
審
議
に
入

っ
た
。
付
議
議
案
「
令
和
８

年
度
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・

海
岸
整
備
予
算
の
確
保
に
関

す
る
件
」
に
つ
い
て
、
島
根

県
漁
港
漁
場
協
会
の
久
保
田

章
市
会
長
（
浜
田
市
長
）
が

提
案
理
由
を
説
明
し
た
。

続
い
て
議
案
に
関
連
し
た

事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
〇
石

川
県
沿
岸
域
で
の
漁
場
整
備

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

つ
い
て
（
中
田
亨
石
川
県
漁

業
協
同
組
合
長
、
田
中
正
隆

石
川
県
農
林
水
産
部
水
産
課

参
事
）
〇
水
産
都
市
「
下
関
」

の
発
展
に
向
け
て
（
三
木
正

之
下
関
市
農
林
水
産
振
興
部

長
）
〇
関
わ
り
し
ろ
型
海
業

の
す
す
め
―
静
岡
県
沼
津
市

内
浦
漁
協
直
営
い
け
す
や
を

事
例
に
―
（
川
村
結
里
子
㈱

結
屋
代
表
取
締
役
）
―
―
の

３
例
が
報
告
さ
れ
た
。

議
案
は
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
、
議
長
の
指
名
に
よ
り

全
国
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議

会
の
中
津
喜
美
子
会
長
（
山

口
県
漁
業
協
同
組
合
女
性
部

長
）
が
議
決
さ
れ
た
内
容
を

取
り
ま
と
め
た
提
言
を
朗

読
。
拍
手
に
よ
り
賛
同
、
採

択
さ
れ
た
。
こ
の
提
言
を
も

と
に
、
全
国
漁
港
漁
場
協
会

会
長
、
各
都
道
府
県
漁
港
漁

場
協
会
会
長
、
全
国
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
会
長
の
連
名

に
よ
る
提
言
書
を
作
成
し
、

政
府
及
び
各
都
道
府
県
の
地

元
選
出
国
会
議
員
等
の
幅
広

い
関
係
者
に
働
き
か
け
、
提

言
で
示
さ
れ
た
施
策
と
必
要

予
算
の
確
保
の
実
現
に
努
め

る
こ
と
を
会
場
の
賛
同
を
得

て
決
定
し
、
議
事
を
終
了
し

た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
ブ
ー

ス
展
示
、
募
金
を
実
施

開
会
に
先
立
ち
、
海
峡
メ

ッ
セ
下
関
の
展
示
見
本
市
会

場
で
Ｂ
Ｓ
朝
日
の
テ
レ
ビ
番

組
「
魚
が
食
べ
た
い
」
の
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
と
ぐ
っ
さ
ん

（
山
口
智
充
氏
）
が
「
思
い

出
の
漁
港
と
料
理
、
そ
し
て

思
い
出
の
人
」を
振
り
返
る
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
実
施
。
賛
助
会
員
や
漁
港

漁
場
関
係
団
体
に
よ
る
ブ
ー

ス
展
示
、
恒
例
と
な
っ
て
い

る
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
に

よ
る
水
色
の
羽
根
募
金
も
行

わ
れ
た
。

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
は
「
第
７４
回
全
国
漁

港
漁
場
大
会
」
を
山
口
県
下
関
市
の
海
峡
メ
ッ
セ
下
関

で
１０
月
１５
日
開
催
し
、
全
国
か
ら
関
係
者
約
１
３
５
０

名
が
集
結
し
た
。
後
援
は
山
口
県
、
下
関
市
、
山
口
県

漁
業
協
同
組
合
、
山
口
県
漁
港
漁
場
協
会
。
協
賛
は（
一

財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究
所
、
（
一
社
）
水
産
土

木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
、
全
国
漁
港
海
岸
防
災
協
会
。

Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
下
関
が
特
別
協
賛
し
た
。

水
産
業
は
、
海
洋
環
境
の
大
き
な
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
海
水
温
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
漁
場
形
成
が

変
わ
り
、
サ
ケ
、
ス
ル
メ
イ
カ
等
の
主
要
魚
種
や
地
域
漁
業
の
重
要
種
の
不
漁
が
続
い
て
い
ま
す
。
藻
場
で

は
磯
焼
け
が
拡
大
し
、
赤
潮
の
発
生
、
栄
養
塩
類
の
不
足
な
ど
沿
岸
の
漁
場
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
の
よ
う
に
地
震
津
波
、
台
風
、
爆
弾
低
気
圧
、
豪
雨
な
ど
に
よ
り
水
産
業
へ
の
被
害
が
発

生
し
て
お
り
、
自
然
災
害
の
頻
発
、
激
甚
化
に
危
機
感
を
覚
え
て
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
被
災
し
た
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
で
は
、
道
半
ば
の
復
旧
復
興
を
着
実
に
進
め
る

と
と
も
に
、
南
海
ト
ラ
フ
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
の
巨
大
地
震
等
に
備
え
、
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
漁
港
施
設
等
の
老
朽
化
の
進
行
、
泊
地
の
埋
塞
な
ど
機
能
低
下
、
越
波
被
害
、
働
き
や

す
い
就
労
環
境
や
定
住
環
境
の
確
保
、
藻
場
・
干
潟
の
保
全
・
造
成
、
種
苗
の
確
保
な
ど
に
加
え
、
建
設
資

材
、
漁
業
資
材
、
燃
油
、
餌
料
等
の
価
格
高
騰
な
ど
、
現
場
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
水
産
業
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
成
長
産
業
と
な
る
伸
び
し
ろ
が
あ
り
、
明
る
い
兆

し
も
見
ら
れ
ま
す
。
漁
港
等
で
の
衛
生
管
理
や
加
工
場
整
備
が
進
み
、
水
産
物
の
輸
出
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

漁
港
周
辺
の
水
域
を
利
用
し
た
新
た
な
増
養
殖
の
取
組
が
収
入
の
安
定
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
海
の
幸
な

ど
を
求
め
て
漁
港
漁
村
を
訪
れ
る
人
は
増
え
て
お
り
、
海
業
を
全
国
的
に
展
開
し
、
魚
食
普
及
・
消
費
拡
大

の
好
機
到
来
と
言
え
ま
す
。

私
た
ち
は
、
水
産
業
と
漁
村
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て
次
世
代
に
継
承
し
、
将
来
に
わ
た
り
、
国
民
に

安
全
・
安
心
で
良
質
な
水
産
物
を
安
定
供
給
す
る
役
割
を
果
た
し
、
日
本
の
豊
か
で
優
れ
た
魚
食
文
化
を
支

え
て
い
く
た
め
、
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
私
た
ち
の
生
業
の
基
盤
で
あ
る
各
地
の
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
諸
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
最

終
年
度
を
迎
え
る
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
の
達
成
と
と
も
に
左
記
の
重
要
事
項
を
強
力
に
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
、
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸
整
備
及
び
水
産
多
面
対
策
等
関
連
対
策
の
令
和
８
年
度
予
算
の
確
保

を
強
く
要
請
し
ま
す
。

記

一
、
海
洋
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
基
盤
整
備
、
藻
場
干
潟
対
策

一
、
漁
港
の
生
産
・
流
通
機
能
の
強
化
、
養
殖
拠
点
整
備

一
、
漁
港
・
漁
村
・
海
岸
の
強
靱
化
対
策
、
長
寿
命
化
対
策

一
、
全
国
展
開
を
加
速
す
る
た
め
の
海
業
振
興
策
の
充
実

令
和
七
年
十
月
十
五
日

第
七
十
四
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会

令和７年１１月１５日 発行

毎月 １回１５日発行
編集兼
発行人 公益社団法人 全国漁港漁場協会

田 中 郁 也

東京都千代田区神田鍛冶町３－６－７

ウンピン神田ビル２階

電話 東京（６２０６）００６６

ホームページ http : //www.gyokou.or.jp/

定価 １部 ７０円 （会員の購読料は
会費の中に含む）

漁港は魚の保育園
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提

言

全国から
１３５０人参集

山
口
県
下
関
市
で
盛
大
に
開
催

挨拶する田中会長

漁 港 漁 場 月 報

満場一致で議案を
議決し、提言を採択

全国から１３５０人の関係者が集まった

漁港漁場月報のバックナンバーは

左のＱＲコードから読むことができます
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本
日
こ
こ
に
、
「
第
７４
回
全
国

漁
港
漁
場
大
会
」
が
１
３
０
０

名
を
超
え
る
皆
様
の
御
参
集
の

も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
に

当
た
り
、
一
言
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

全
国
か
ら
御
参
集
い

た
だ
い
て
い
る
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
水
産
業
の
基
盤

と
な
る
漁
港
・
漁
場
の

整
備
に
関
し
ま
し
て
、

中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
改
め
て
、

皆
様
の
御
尽
力
に
深
く
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

農
林
水
産
業
は
、
食
料
の
安

定
的
な
供
給
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
役
割
を
果
た

す
と
と
も
に
、
農
山
漁
村
に
雇

用
と
所
得
を
生
み
出
し
て
お
り
、

地
域
に
根
差
し
た
産
業
と
し
て

そ
の
持
て
る
力
を
最
大
限
に
引

き
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。現

在
、
我
が
国
の
水
産
業
に

つ
い
て
は
、
海
洋
環
境
に
よ
る

水
産
資
源
の
変
動
や
不
漁
、
漁

業
就
業
者
数
の
減
少
、
燃
油
価

格
な
ど
物
価
の
高
騰
、
さ
ら
に

は
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
、

台
風
、
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
の

頻
発
化
・
激
甚
化
し
て
い
る
な

ど
、
立
ち
向
か
う
べ
き
課
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。

他
方
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
や
、
漁
港
・

漁
村
に
お
け
る
高
い
鮮
度
の
水

産
物
、
漁
業
体
験
、
独
自
の
風

景
や
歴
史
な
ど
の
地
域
資
源
の

価
値
や
魅
力
を
生
か
し
た
「
海

業
」
の
取
組
が
各
地
で
始
ま
る

な
ど
、
明
る
い
未
来
に
繋
が
る

動
き
も
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
水
産
業
の
基

盤
と
な
る
漁
港
・
漁
場
に
つ
い

て
は
、
「
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
」
に
基
づ
き
、
海
水
温
上
昇

等
の
海
洋
環
境
の
変
化
に
対
し

て
、
魚
種
や
分
布
域
の
変
化
に

対
応
し
た
漁
場
整
備
や
、
水
産

生
物
に
と
っ
て
重
要
な
産
卵
場

や
育
成
場
で
あ
る
藻
場
の
保
全

・
創
造
等
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
本
年
６
月
に
は
、
「
国

土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
漁
港
に
お
け
る
耐
震
・
耐
津

波
・
耐
浪
化
対
策
や
長
寿
命
化

対
策
等
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か

り
と
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
海
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正

漁
港
漁
場
整
備
法
に
基
づ
き
、

漁
港
施
設
の
利
活
用
を
進
め
る

と
と
も
に
、
昨
年
度
補
正
予
算

や
本
年
度
予
算
で
認
め
ら
れ
た

事
業
に
よ
り
海
業
の
立
ち
上
げ

へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
海
業

の
全
国
展
開
を
加
速
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

改
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
取

組
の
実
現
に
は
、
皆
様
の
御
理

解
と
御
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
水
産
業
・

漁
村
の
発
展
に
御
尽
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
貴
協

会
の
益
々
の
御
発
展
と
、
本
大

会
の
成
功
、
我
が
国
水
産
業
の

益
々
の
発
展
、
並
び
に
本
日
御

出
席
の
皆
様
方
の
御
健
勝
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

第
７４
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会

の
開
催
に
あ
た
り
、
主
催
者
を

代
表
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。本

日
は
、
漁
業
活
動
や
公
務

な
ど
お
忙
し
い
中
、
本
大
会
に
ご

参
加
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
全
国
各

地
よ
り
１
３
５
０
名
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
務
ご
多
忙

の
中
、
ご
来
賓
と
し
て
、

山
本
佐
知
子
農
林
水
産

大
臣
政
務
官
を
は
じ
め

政
府
関
係
の
皆
様
、
江

島
潔
漁
港
漁
場
漁
村
整

備
促
進
議
員
連
盟
事
務

局
長
、
村
岡
嗣
政
山
口

県
知
事
、
横
山
信
一
公
明
党
水

産
政
策
推
進
本
部
長
、
古
賀
之

士
参
議
院
議
員
を
は
じ
め
国
会

議
員
の
皆
様
、
坂
本
雅
信
全
国

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
、

枝
元
真
徹
大
日
本
水
産
会
会
長

を
は
じ
め
水
産
関
係
団
体
の
皆

様
、
ご
地
元
よ
り
、
河
野
県
議

会
副
議
長
を
は
じ
め
山
口
県
議

会
の
皆
様
、
林
議
長
を
は
じ
め

下
関
市
議
会
の
皆
様
、
沿
海
の

市
町
長
を
は
じ
め
行
政
関
係
の

皆
様
な
ど
、
多
く
の
ご
臨
席
を

い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
大
会
は
、
北
海
道
・
函
館

市
で
の
第
７１
回
大
会
以
来
、
３

年
ぶ
り
と
な
る
地
方
で
の
開
催

と
な
り
ま
す
。
水
産
業
が
盛
ん

で
あ
り
、
様
々
な
魅
力
に
満
ち

た
、
海
峡
と
歴
史
の
ま
ち

下

関
市
で
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
山

口
県
、
下
関
市
、
山
口
県
漁
業

協
同
組
合
、
山
口
県
漁
港
漁
場

協
会
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

全
国
漁
港
漁
場
大
会
は
、
昭

和
２４
年
、
東
京
上
野
で
の
第
１

回
開
催
以
来
、
今
回
で
７４
回
を

数
え
ま
す
。
全
国
の
漁
業
現
場

の
声
、
漁
業
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

と
り
ま
と
め
、
国
会
、
政
府
等

に
届
け
る
取
組
と
し
て
、
歴
史

を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
本
年
も

全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク
で
地
区
大
会

や
協
議
会
を
開
催
し
、
各
地
の

課
題
や
進
め
る
べ
き
施
策
な
ど

の
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
の

で
、
本
日
の
大
会
に
お
い
て
「
提

言
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
本
日
は
３
題

の
事
例
発
表
と
し
て
各
地
の
特

徴
あ
る
取
組
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
す
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は

最
新
の
技
術
情
報
を
紹
介
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
皆
様
と
共
有

す
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
本

日
の
大
会
が
皆
様
に
と
っ
て
、

実
り
多
い
も
の
と
な
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
水
産
業
は
、
海
洋

環
境
の
大
き
な
変
化
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
主
要
魚
種
な
ど
の

不
漁
や
沿
岸
の
漁
場
環
境
に
と

っ
て
重
要
な
藻
場
で
は
磯
焼
け

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
、
地

震
津
波
、
台
風
、
低
気
圧
、
豪

雨
な
ど
は
、
水
産
業
や
地
域
の

暮
ら
し
に
被
害
を
も
た
ら
し
、

漁
港
施
設
等
の
機
能
低
下
が
生

じ
て
い
ま
す
。
海
洋
環
境
の
変

化
へ
の
対
応
、
国
土
強
靭
化
・

防
災
減
災
対
策
を
水
産
業
の
分

野
に
お
い
て
、
し
っ
か
り
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
国
各
地
で
海
業
の
取
組
み

が
、
国
の
支
援
策
の
充
実
等
に

よ
っ
て
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。
新
鮮
な
水
産
物
、
特
色
あ
る

加
工
品
、
漁
村
の
魅
力
は
、
付

加
価
値
を
生
む
余
地
は
ま
だ
ま

だ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
漁
業
者

に
と
っ
て
、
消
費
者
に
と
っ
て
、

そ
し
て
地
域
に
と
っ
て
、
三
方

よ
し
の
「
海
業
」
は
、
漁
業
地
域

の
明
る
い
兆
し
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
策
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
編
成

さ
れ
る
令
和
８
年
度
予
算
に
お

い
て
、
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・

海
岸
整
備
予
算
及
び
関
連
対
策

の
予
算
の
確
保
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
本
日
と
り
ま
と
め

る
提
言
を
も
っ
て
、
１１
月
７
日

に
国
会
、
政
府
へ
の
合
同
要
請

活
動
を
行
い
ま
す
。
関
係
の
皆

様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

結
び
に
、
私
た
ち
の
取
組
と

努
力
に
よ
り
、
水
産
業
が
成
長

産
業
と
し
て
発
展
し
、
活
力
の

あ
る
豊
か
な
漁
村
を
次
の
世
代

に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
全
国

の
漁
港
漁
場
関
係
者
の
一
層
の

団
結
の
も
と
、
活
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
本
日

は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

第
７４
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
の
開
催

に
当
た
り
、
漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
の
会
長
と
し
て
一
言
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
列
席
の
皆
様
に
は
、
我
が
国
水
産

業
の
振
興
と
漁
村
の
発
展
に
ご
尽
力
頂

い
て
お
り
衷
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま

す
。さ

て
、
我
々
は
、
漁
港
・
漁
場
・
漁

村
の
整
備
促
進
を
通
じ
て
、
豊
か
な
漁

村
社
会
の
構
築
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
議
員
連
盟
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
趣
旨
に
賛
同
す
る
衆
・
参
国
会
議
員

１
２
３
名
で
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終

息
後
、
活
発
さ
を
取
り
戻
し
た
経
済
活

動
と
と
も
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
着
実

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
生

か
し
、
水
産
業
の
安
定
的
な
成
長
産
業

化
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
世
界
情
勢
に
鑑
み
る
と
、

食
料
の
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
水
産

業
は
我
が
国
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
産

業
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
漁
業
従
事
者
の
減

少
・
高
齢
化
の
進
展
、
地
球
温
暖
化
の

影
響
等
に
よ
る
水
産
資
源
の
変
動
、
大

規
模
な
地
震
・
津
波
や
高
潮
・
高
波
に

よ
る
脅
威
な
ど
、
水
産
業
・
漁
村
は
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
の
下
、
我
が
国
水
産

業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
漁
港
・
漁
場

・
漁
村
づ
く
り
は
そ
の
根
幹
を
な
す
も

の
で
あ
り
、
今
日
的
な
状
況
変
化
に
対

応
し
、
時
代
が
要
請
す
る
整
備
を
し
っ

か
り
前
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。気

候
変
動
に
よ
る
風
浪
の
増
大
、
海

面
の
上
昇
な
ど
に
耐
え
得
る
施
設
機
能

の
強
化
な
ど
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害

へ
の
対
応
、
高
齢
化
が
進
む
漁
業
従
事

者
が
就
労
し
や
す
い
漁
港
・
漁
場
・
漁

村
づ
く
り
を
急
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

併
せ
て
、
磯
焼
け
対
策
、
海
業
に
よ
る

漁
村
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど
必
要
な

諸
施
策
に
つ
い
て
も
総
合
的
か
つ
迅
速

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま

す
。８

月
末
に
農
林
水
産
省
か
ら
財
務
省

に
令
和
８
年
度
予
算
の
概
算
要
求
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
般
の
予
算
要
求

に
は
、
地
域
に
と
っ
て
緊
急
性
の
高
い

諸
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
最
終

年
度
を
迎
え
る
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
を
着
実
に
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
議
員
連
盟
と
し
ま
し
て
も
、
予
算

獲
得
に
向
け
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て

参
る
所
存
で
す
。

結
び
に
、
本
大
会
の
成
功
と
、
我
が

国
の
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
発
展
、
ま

た
ご
列
席
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら

祈
念
し
、
私
の
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。
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全
国
の
漁
港
・
漁
場
関
係
者

が
集
う
「
第
７４
回
全
国
漁
港
漁

場
大
会
」
の
開
催
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
７
月
の
ロ
シ
ア

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
東
方
沖
で

起
き
た
地
震
に
伴
う
津
波
に
よ

り
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
、

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

今
回
の
大
会
は
、
３

年
振
り
に
地
方
で
の
開

催
と
な
り
ま
す
が
、
本

日
は
こ
の
下
関
に
、
先

生
方
、
行
政
の
皆
様
御

臨
席
の
も
と
、
全
国
よ

り
多
数
の
関
係
の
皆
さ

ん
が
集
わ
れ
る
盛
大
な
る
開
催
、

心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。昨

今
、
我
が
国
水
産
業
を
巡

る
状
況
は
、
燃
油
な
ど
各
種
資

機
材
や
餌
飼
料
、
人
件
費
の
高

騰
、
人
材
不
足
、
海
洋
環
境
の

変
動
に
よ
る
磯
焼
け
の
拡
大
、

主
要
魚
種
の
不
漁
な
ど
、
課
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、

地
方
に
お
い
て
は
人
口
減
少
に

よ
る
労
働
力
の
不
足
や
経
済
の

縮
小
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
能
登
半
島
地
震
か
ら

の
復
旧
、
復
興
は
道
半
ば
で
あ

り
、
成
長
産
業
化
や
持
続
可
能

性
の
確
保
に
と
っ
て
正
念
場
で

あ
り
ま
す
。

他
方
、
消
費
が
減
少
し
て
い

る
と
は
い
え
、
日
本
人
は
お
魚

が
大
好
き
で
あ
り
、
我
が
国
に

は
各
地
に
多
様
な
魚
食
文
化
が

根
付
い
て
い
る
強
み
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
世
界
の
水
産
物
需

要
も
拡
大
す
る
中
、
外
国
人
に

よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
大

幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
な
い
海
洋
環
境
の
激
変
の

中
で
、
適
切
な
資
源
管
理
や
輸

出
拡
大
・
海
業
な
ど
に
よ
り
地

域
に
根
差
し
た
強
い
水
産
業
を

実
現
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
力

を
取
り
戻
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の

た
め
、
拠
点
と
な
る
漁
港
の
基

盤
整
備
・
強
靭
化
、
豊
か
な
漁

場
の
再
生
は
必
要
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

大
日
本
水
産
会
と
し
ま
し
て

も
、
業
界
最
大
の
使
命
で
あ
る

「
国
民
に
対
す
る
水
産
物
の
安

定
供
給
」
を
果
た
し
食
料
安
全

保
障
に
寄
与
し
て
い
く
た
め
、

水
産
業
界
の
川
上
か
ら
川
中
そ

し
て
川
下
及
び
全
国
漁
港
漁
場

協
会
は
じ
め
、
関
係
者
の
方
々

と
一
丸
と
な
り
、
水
産
業
の
発

展
、
生
産
基
盤
の
維
持
・
強
化

に
取
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

本
日
お
集
ま
り
の
漁
港
・
漁

場
の
関
係
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
大
会
で
提
言
さ

れ
る
「
海
洋
環
境
の
変
化
に
対

応
し
た
基
盤
整
備
、
藻
場
干
潟

対
策
」
、
「
漁
港
の
生
産
・
流
通

機
能
の
強
化
、
養
殖
拠
点
整
備
」、

「
漁
港
・
漁
村
・
海
岸
の
強
靭

化
対
策
、
長
寿
命
化
対
策
」
そ

し
て
「
全
国
展
開
を
加
速
す
る

た
め
の
海
業
推
進
政
策
の
充
実
」

を
進
め
て
頂
き
、
共
に
手
を
携

え
、
業
界
の
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
、
ま
た
「
水
産
業
と
漁
村

の
維
持
・
発
展
」
の
た
め
ご
尽

力
を
頂
き
た
い
と
、
念
願
い
た

す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
全
国
の
漁

港
・
漁
場
関
係
の
皆
様
の
ご
発

展
を
心
よ
り
祈
念
し
、
全
国
大

会
に
当
た
っ
て
の
、
お
祝
い
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

全
漁
連
の
坂
本
で
ご
ざ
い
ま

す
。第

７４
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会

の
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、
Ｊ

Ｆ
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
、
一

言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
漁
業
が
大
変
盛
ん

な
下
関
の
地
で
、
多
く
の
漁
港

・
漁
場
関
係
者
の
皆
様
方
を
参

集
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
を
、
深
く
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
今
夏
の

豪
雨
被
害
な
ど
、
全
国

的
に
自
然
災
害
が
頻
発

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
先
日
の
台
風

２２
号
・
２３
号
に
お
い
て

は
、
八
丈
島
を
中
心
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆

様
方
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
早
期
の
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
を
願
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

日
本
に
は
２
、
７
０
０
を
も

超
え
る
漁
港
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
漁
港
は
我
々
の
生
活
拠
点

で
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生

時
な
ど
に
は
、
地
域
の
社
会
的

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
非
常
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

日
々
漁
港
を
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
関
係
者
の
皆
様
に
対
し

ま
し
て
、
改
め
ま
し
て
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
国
内
外
に
お
け
る
社

会
・
経
済
情
勢
は
引
き
続
き
混

沌
と
し
て
お
り
、
漁
業
を
取
り

巻
く
状
況
に
つ
い
て
も
目
ま
ぐ

る
し
く
日
々
変
化
を
し
て
お
り

ま
す
。
な
か
で
も
、
「
海
洋
環
境

の
激
変
」
は
我
々
に
と
っ
て
最

も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
ご
承

知
の
と
お
り
、
前
浜
の
魚
種
の

変
化
や
漁
獲
量
の
減
少
、
魚
介

類
の
生
育
に
必
要
な
藻
場
や
干

潟
の
減
少
は
、
年
々
顕
著
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、

Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
は
「
海
洋
環
境

の
激
変
に
立
ち
向
か
う
Ｊ
Ｆ
自

己
改
革
の
断
行
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
た
、
今
年
度
か
ら
５
か

年
の
新
た
な
運
動
方
針
を
策
定

し
、
い
ま
ま
さ
に
漁
業
の
存
続

を
か
け
た
取
組
み
が
全
国
で
行

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
漁
業
者
を
支
え
る
事
業
・

経
営
改
革
の
断
行
」
、
「
組
織
基

盤
の
確
立
」
、
「
浜
で
の
中
核
的

役
割
発
揮
に
よ
る
漁
村
・
漁
業

へ
の
貢
献
」
の
３
つ
の
柱
に
基

づ
き
、
全
国
の
漁
業
者
・
漁
協

役
職
員
は
、
引
き
続
き
自
己
改

革
の
実
践
に
邁
進
し
て
参
り
ま

す
。そ

し
て
、
我
々
の
最
大
の
使

命
は
、
国
内
外
の
み
な
ら
ず
世

界
中
の
方
々
に
、
安
全
で
安
心

な
水
産
物
を
届
け
続
け
て
い
く

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
使
命

を
果
た
し
続
け
る
た
め
に
は
、

漁
業
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
、

漁
業
者
の
経
営
基
盤
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
我
々

の
生
産
基
盤
で
あ
る
「
漁
港
・

漁
場
」
の
機
能
を
よ
り
強
固
な

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
「
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
」
の
取
組
み
４
ケ
年

目
で
あ
り
、
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
計
画
の
必
達
に
向

け
日
々
邁
進
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
と
存
じ
ま
す
。
本
日
付
議
さ

れ
る
提
言
を
契
機
と
し
、
漁
港

・
漁
場
・
漁
村
や
海
岸
の
早
急

か
つ
着
実
な
整
備
が
実
現
さ
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
全
国
の
関

係
者
の
皆
様
方
の
力
を
結
集
し

て
取
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

結
び
に
、
明
日
の
漁
業
・
漁
港

・
漁
村
の
発
展
の
た
め
、
全
国

漁
港
漁
場
協
会
並
び
に
本
日
お

集
ま
り
の
関
係
者
の
皆
様
と
と

も
に
、
漁
港
関
連
事
業
を
推
進

し
て
い
く
所
存
で
あ
る
こ
と
を

表
明
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
た
び
、
第
７４
回
全
国
漁
港
漁

場
大
会
が
下
関
市
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
平
成
４
年
以
来
、
３３

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
山
口
県
に
全

国
各
地
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
本
大
会
の
開
催
に
向
け
て

準
備
さ
れ
て
き
た
多
く
の
関
係
者
の

皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

山
口
県
は
、
本
州
の
最
西
端
に
位

置
し
、
北
は
日
本
海
、
西
は
響
灘
、

南
は
瀬
戸
内
海
と
三
方
を
海
に
開
か

れ
て
、
全
国
で
も
６
番
目
に
長
い
海

岸
線
（
１
、
５
０
３
㎞
）
と
９３
も
の

漁
港
を
有
す
る
水
産
県
で
す
。

日
本
海
側
で
は
、
イ
ワ
シ
、
ア
ジ
、

サ
バ
等
回
遊
魚
類
を
対
象
と
す
る
ま

き
網
・
敷
網
漁
業
等
が
営
ま
れ
、
一

方
、
瀬
戸
内
海
側
は
、
ハ
モ
や
ヒ
ラ

メ
、
カ
レ
イ
類
等
を
対
象
と
す
る
小

型
機
船
底
引
き
網
漁
業
が
盛
ん
で
、

中
東
部
海
域
に
は
数
多

く
の
島
々
が
点
在
す
る

た
め
、
マ
ダ
イ
、
タ
コ
、

ナ
マ
コ
等
の
魚
介
類
の

好
漁
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。本

大
会
の
開
催
地
で

あ
る
下
関
市
に
は
、
か

つ
て
遠
洋
・
沖
合
漁
業

の
基
地
と
し
て
栄
え
、

現
在
は
沖
合
底
び
き
網
漁
業
及
び
沿

岸
漁
業
の
基
地
で
あ
る
、
県
管
理
の

特
定
第
３
種
漁
港
、
下
関
漁
港
が
あ

り
ま
す
。
南
風
泊
（
は
え
ど
ま
り
）

地
区
で
は
、
「
ふ
く
」
の
取
扱
量
が

全
国
一
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
本
港

地
区
で
は
、
水
揚
量
日
本
一
を
誇
る

「
あ
ん
こ
う
」
な
ど
を
取
扱
う
高
度

衛
生
管
理
市
場
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
水
産
物
の
生
産
・
流
通
拠
点
と

し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

ま
た
一
方
で
、
本
県
の
水
産
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
海
洋
環
境
の
変

化
に
よ
る
漁
獲
量
の
減
少
や
担
い
手

の
減
少
・
高
齢
化
、
さ
ら
に
は
国
際

情
勢
の
変
化
等
に
伴
う
生
産
コ
ス
ト

の
上
昇
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

本
県
で
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
、
中
核
経
営
体

の
経
営
基
盤
の
強
化
や
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
開
発
・
導
入
、
環
境
負
荷
の

低
減
に
資
す
る
取
組
、
生
産
や
地
域

を
支
え
る
基
盤
整
備
な
ど
を
推
進

し
、
生
産
性
と
持
続
性
を
両
立
し
た

強
い
水
産
業
の
確
立
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
「
山
口
県
な
ら
で
は
」
の

養
殖
ブ
ラ
ン
ド
の
振
興
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
、
県
名
産
の
地
酒
の
酒
粕

で
育
成
し
た
「
や
ま
ぐ
ち
ほ
ろ
酔
い

酒
粕
養
殖
魚
（
ほ
ろ
酔
い
シ
リ
ー

ズ
）
」
と
し
て
、
サ
バ
、
ウ
マ
ヅ
ラ

ハ
ギ
、
ア
ユ
、
ト
ラ
フ
グ
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
漁
港
漁
場
整
備
に
お
い

て
は
、
水
産
基
盤
の
整
備
や
水
産
資

源
の
回
復
、
防
災
・
減
災
機
能
の
強

化
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
、
高
度
衛
生
管
理
型
荷

さ
ば
き
所
の
整
備
や
漁
港
施
設
の
機

能
保
全
対
策
、
キ
ジ
ハ
タ
等
を
対
象

と
し
た
漁
場
整
備
や
藻
場
造
成
、
海

岸
保
全
施
設
の
整
備
に
よ
る
高
潮
対

策
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
山
口
県
に
お
い

て
本
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
は

誠
に
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

を
契
機
と
し
て
本
県
の
水
産
業
が
よ

り
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
大
会
の
成
功
と
公
益

社
団
法
人
全
国
漁
港
漁
場
協
会
の
ま

す
ま
す
の
御
発
展
、
並
び
に
皆
様
の

御
健
勝
と
御
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。

祝 辞
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全
国
漁
業
協
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組
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連
合
会
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理
事
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た
だ
い
ま
、
ご
紹
介
を
頂
き
ま
し
た
、
島
根

県
漁
港
漁
場
協
会
の
会
長
を
務
め
て
お
り
ま

す
、浜
田
市
長
の
久
保
田
章
市
で
ご
ざ
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
昨
年
一
月
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
復
旧
は
道
半
ば
と
承

知
し
て
お
り
ま
す
が
、
能
登
の
美
し
い
漁
村
の

復
興
ま
で
の
、
さ
ら
に
長
い
道
の
り
を
全
国
の

仲
間
と
と
も
に
支
援
し
て
い
く
決
意
を
表
す
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
本
日
ご
出
席
の
ご
来
賓
の
方
々
を
始

め
、
ご
参
集
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
常

日
頃
か
ら
水
産
業
の
振
興
と
漁
業
地
域
の
活
性

化
に
ご
尽
力
頂
い
て
い
る
事
に
、
心
よ
り
敬
意

と
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
本
大
会
で
の
提
案
理
由
の
説
明
に
先

立
ち
、
島
根
県
と
浜
田
市
の
水
産
業
の
現
状
に

若
干
触
れ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

島
根
県
の
沖
合
に
は
、
黒
潮
か
ら
分
か
れ
た

対
馬
暖
流
が
流
れ
、
隠
岐
諸
島
や
九
州
か
ら
続

く
陸
棚
、
１
０
０
０
㎞
を
超
え
る
海
岸
線
を
有

し
、
多
種
多
様
な
魚
介
類
が
生
息
す
る
豊
穣
の

海
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
資
源
に
恵
ま
れ
た
海
を
生
か
し
、

古
く
か
ら
隠
岐
地
域
の
ま
き
網
漁
業
や
県
西
部

の
石
見
地
域
で
は
底
び
き
網
漁
業
な
ど
の
沖
合

漁
業
が
営
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
沿
岸
域
に
お
い
て
は
、
県
東
部
の
島

根
半
島
に
代
表
さ
れ
る
リ
ア
ス
式
海
岸
の
地
形

を
利
用
し
た
定
置
網
漁
業
や
一
本
釣
り
漁
業
、

採
介
藻
漁
業
な
ど
が
営
ま
れ
て
お
り
、
県
全
体

の
令
和
６
年
の
漁
業
生
産
は
、
１０
万
１
千
ト
ン
、

１
８
７
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
魚
種
別
で

は
、
マ
ア
ジ
や
カ
レ
イ
類
、
ア
ナ
ゴ
は
全
国
有

数
の
漁
獲
量
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
浜
田
市
の
漁
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
本

市
は
島
根
県
西
部
、
石
見
地
方
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
特
定
第
三
種
漁
港
で
あ
る
浜
田
漁
港

が
あ
り
ま
す
。
浜
田
漁
港
で
は
沖
合
底
び
き
網

漁
業
、
ま
き
網
漁
業
を
中
心
に
様
々
な
漁
業
が

豊
富
な
魚
介
類
を
水
揚
げ
し
、
島
根
県
の
漁
業

生
産
・
流
通
の
拠
点
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
浜
田
漁
港
で
は
、
浜
田
市
が
整
備

主
体
と
し
て
高
度
衛
生
管
理
型
荷
捌
き
所
の
整

備
を
行
い
、
２
０
２
０
年
に
ま
き
網
用
の
７
号

荷
捌
き
所
が
完
成
、
２
０
２
３
年
に
沖
合
底
び

き
網
用
の
４
号
荷
捌
き
所
が
完
成
し
、
安
心
安

全
な
浜
田
漁
港
の
魚
を
全
国
の
消
費
者
に
お
届

け
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
沖
合
漁
業
経
営
体
の
減
少
に

伴
い
水
揚
量
も
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
と
し
て
も
水
揚
げ
の
確
保
・
増
大
の
た
め
、

地
元
漁
船
の
維
持
・
存
続
対
策
、
県
外
水
産
事

業
者
の
誘
致
活
動
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
。特

に
地
元
漁
船
の
存
続
対
策
で
は
、
ノ
ド
グ

ロ
や
カ
レ
イ
、
ア
ン
コ
ウ
な
ど
の
豊
富
な
魚
種

を
漁
獲
す
る
沖
合
底
び
き
網
漁
業
２
船
団
に
つ

い
て
、
国
や
県
と
と
も
に
市
も
重
点
的
に
支
援

し
、
新
船
の
建
造
・
経
営
継
続
に
道
を
開
き
ま

し
た
。

県
外
事
業
者
の
誘
致
活
動
に
つ
い
て
は
、
浜

田
漁
港
の
背
後
地
に
大
手
水
産
加
工
事
業
者
の

進
出
が
決
定
し
、
２
０
２
７
年
度
中
の
工
場
稼

働
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
当
市
で
は
ア
ジ
、
ノ
ド
グ
ロ
、
カ

レ
イ
の
「
ど
ん
ち
っ
ち
三
魚
」
や
「
浜
田
港
四

季
の
お
魚
」
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
２
０
２
１

年
に
市
営
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
「
山
陰
浜
田
港
公
設
市
場
」
（
愛
称
「
は
ま

だ
お
魚
市
場
」
）
を
拠
点
と
し
た
魚
食
普
及
イ

ベ
ン
ト
な
ど
「
海
業
」
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
漁
業
生
産
活
動

を
支
え
る
冷
蔵
庫
な
ど
、
浜
田
漁
港
の
流
通
関

連
施
設
は
老
朽
化
に
よ
る
稼
働
停
止
な
ど
に
よ

り
脆
弱
で
あ
り
、
他
の
拠
点
漁
港
と
比
較
し
て

も
能
力
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
幅
な

施
設
の
増
設
や
更
新
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

ま
た
島
根
県
全
体
を
見
渡
し
て
も
、
漁
港
関

連
施
設
は
老
朽
化
し
た
施
設
が
多
く
、
生
産
活

動
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
近
年
の
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
自
然
災

害
の
頻
発
、
大
規
模
な
地
震
・
津
波
が
懸
念
さ

れ
る
な
か
、
防
災
・
減
災
対
策
、
施
設
の
長
寿

命
化
を
進
め
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。海

そ
の
も
の
に
目
を
向
け
て
も
、
水
温
上
昇

な
ど
海
洋
環
境
の
変
化
は
漁
場
に
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、
磯
焼
（
い
そ
や
）
け
が

散
見
さ
れ
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
な
ど
の
資
源
へ
の

影
響
が
危
惧
さ
れ
、
藻
場
の
整
備
・
再
生
な
ど

も
対
応
が
急
が
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
、
「
島
根
県
及
び
浜
田
市
」
の
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
付
議
議
案
「
令
和
８
年

度
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸
整
備
予
算
の
確

保
に
関
す
る
件
」
に
つ
い
て
、
提
案
理
由
を
説

明
い
た
し
ま
す
。

今
、
水
産
業
は
、
水
温
上
昇
な
ど
海
洋
環
境

の
大
き
な
変
化
に
直
面
し
、
各
地
で
地
域
を
支

え
て
き
た
魚
種
の
不
漁
が
続
い
て
い
ま
す
。
沿

岸
で
は
磯
焼
け
が
拡
大
し
、
赤
潮
の
発
生
、
栄

養
塩
類
の
不
足
な
ど
漁
場
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
の
よ
う
に
地
震
・

津
波
、
台
風
、
爆
弾
低
気
圧
、
豪
雨
な
ど
に
よ

り
水
産
業
へ
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
自
然

災
害
の
頻
発
、
激
甚
化
に
危
機
感
を
覚
え
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
防
波
堤
や
岸
壁
な
ど
、
漁
港
施
設

等
の
老
朽
化
の
進
行
、
泊
地
の
埋
塞
な
ど
機
能

低
下
な
ど
に
加
え
、
資
材
や
燃
油
、
餌
料
等
の

価
格
高
騰
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
水
産
業
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
漁
港
等
で
の
衛
生
管
理
や
加
工
場
整

備
が
進
み
、
水
産
物
の
輸
出
が
進
展
し
て
い
ま

す
。
漁
港
周
辺
の
水
域
を
利
用
し
た
新
た
な
増

養
殖
の
取
組
、
海
の
幸
な
ど
を
求
め
て
漁
港
漁

村
を
訪
れ
る
消
費
者
の
増
加
な
ど
明
る
い
兆
し

も
見
ら
れ
ま
す
。
今
こ
そ
海
業
を
積
極
的
に
展

開
し
、
魚
食
普
及
・
消
費
拡
大
の
好
機
到
来
と

言
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
８
年
度
は
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
の
最
終
年
に
当
た
り
、
水
産
業
の
基

盤
で
あ
る
各
地
の
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
諸
課

題
に
対
応
す
べ
く
、
長
期
計
画
の
達
成
と
と
も

に
、
次
の
重
要
事
項
の
推
進
を
強
力
に
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。記

一
、
海
洋
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
基
盤
整
備
、

藻
場
干
潟
対
策

一
、
漁
港
の
生
産
・
流
通
機
能
の
強
化
、
養
殖

拠
点
整
備

一
、
漁
港
・
漁
村
・
海
岸
の
強
靱
化
対
策
、
長

寿
命
化
対
策

一
、
全
国
展
開
を
加
速
す
る
た
め
の
海
業
振
興

策
の
充
実

国
、
地
方
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
と

は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
我
々
が
水
産
業
と
漁

村
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て
次
世
代
に
継
承

す
る
責
任
と
、
国
民
に
安
全
・
安
心
で
良
質
な

水
産
物
を
安
定
供
給
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い

く
た
め
、
こ
こ
に
強
く
要
望
し
提
案
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

令
和
七
年
十
月
十
五
日

第
七
十
四
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
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島根県漁港漁場協会

会長 久保田章市

議
長
に
選
出
さ
れ
た
前
田
晋
太
郎
下
関
市
長

（
山
口
県
漁
港
漁
場
協
会
会
長
）

議議
長長
選選
出出

提提案案理理由由説説明明

漁 港 漁 場 月 報

提
言
を
朗
読
す
る
全
国
漁
協
女
性
部

連
絡
協
議
会
の
中
津
喜
美
子
会
長

（
山
口
県
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
長
）

提提
言言
朗朗
読読

�
�
�
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第７４回全国漁港漁場大会では、付議議案「令和８年

度漁港・漁場・漁村・海岸整備予算の確保に関する件」に

関連し、意欲的な取り組みの現地報告として３件の事

例発表が行われた。

石川県漁業協同組合

代表理事組合長

石川県農林水産部水産課

漁港漁村整備室

課参事

下関市農林水産振興部 部長

株式会社結屋 代表取締役

全
国
漁
港
漁
場
大
会
で
は
、「
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
」

の
募
金
活
動
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。

今
大
会
に
お
い
て
も
（
公
財
）
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

が
大
会
会
場
に
お
い
て
募
金
活
動
を
行
っ
た
。
多
く
の
大

会
参
加
者
が
募
金
活
動
に
賛
同
し
、「
水
色
の
羽
」
を
胸
に

付
け
大
会
に
臨
ん
で
い
た
。

多
く
の
大
会
参
加
者
が
募
金
し
た
。

����������

「「
魚魚
がが
食食
べべ
たた
いい
」」

スス
ペペ
シシ
ャャ
ルル
トト
ーー
クク
シシ
ョョ
ーー

意
欲
的
な

取
り
組
み
の

現
地
報
告

夢夢とと活活力力ののああるる漁漁港港漁漁村村をを次次世世代代へへつつななぐぐ

水
産
都
市「
下
関
」の

発
展
に
向
け
て

閉閉
会会
のの
辞辞

閉
会
挨
拶
を
述
べ
る
池
田
豊
防
府
市

長（
山
口
県
漁
港
漁
場
協
会
副
会
長
）

三木 正之

山口県下関市

関わりしろ型海業のすすめ

―静岡県沼津市内浦漁協直営
いけすやを事例に―

発 表 者

漁 港 漁 場 月 報

来来
場場
者者
をを
魅魅
了了
しし
たた

「「
上上
臈臈
道道
中中
」」

川村 結里子

事事事事事事事事事事事事例例例例例例例例例例例例
報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告

田中 正隆

中田 亨

発 表 者

石川県沿岸域での漁場整備に
おけるＩＣＴの活用について

石川県漁港漁場協会

静岡県 内浦漁協

漁漁船船海海難難遺遺児児育育
英英会会がが募募金金活活動動

発 表 者
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事事事事事事事事事事事事例例例例例例例例例例例例
報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告

事事事事事事事事事事事事例例例例例例例例例例例例
報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告

歓歓
迎迎
レレ
セセ
ププ
シシ
ョョ
ンン



大
会
開
催
前
後
の
日
程
で
、
参
加
者
は
現
地

視
察
を
実
施
し
た
。
全
国
漁
港
漁
場
協
会
の
関

係
者
は
萩
漁
港
（
第
３
種
漁
港
）
と
「
萩
し
ー

ま
ー
と
」
、
仙
崎
漁
港
（
同
）
と
「
道
の
駅
セ

ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
」
を
訪
問
し
た
。
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企業や関係団体によるパネル展示

（上）と山口県産品の販売（下）も行わ

れた

展示や
物販も
充実

漁 港 漁 場 月 報

萩漁港（上）と、仙崎漁港（下）を視察し、

それぞれ職員から説明を受けた

現
地
視
察

を
実
施

�
���
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（公社）全国漁港漁場協会と全国漁港海岸防災協会の共催、（一財）漁港漁場

漁村総合研究所と（一社）水産土木建設技術センター、（一社）全日本漁港建設

協会の協賛、水産庁後援による２０２５漁港漁場漁村海岸写真コンクールの入賞作

品が、第７４回全国漁港漁場大会の場で発表された。

同コンクールの作品審査は９月５日に行われ、入賞作品は、パンフレットに

まとめられて大会参加者に配布された。

入賞作品は、特選１席（農林水産大臣賞）１点、特選２席（水産庁長官賞）

１点、特選３席（全国漁港漁場協会長賞、全国漁港海岸防災協会長賞、漁港漁

場漁村総合研究所理事長賞、水産土木建設技術センター理事長賞、全日本漁港

建設協会長賞）各１点、入選６点、佳作１２点で、入賞者は別表の通り。

なお、入賞作品は全国漁港漁場協会のホームページに掲載しています。
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１０
月
１５
日
に
山
口
県
下
関

市
で
開
催
さ
れ
た
第
７４
回
全

国
漁
港
漁
場
大
会
で
「
令
和

８
年
度
漁
港
・
漁
場
・
漁
村

・
海
岸
整
備
予
算
の
確
保
に

関
す
る
件
」が
採
択
さ
れ
た
。

こ
れ
を
同
大
会
の
提
言
と

し
て
全
国
漁
港
漁
場
協
会
会

長
、
各
都
道
府
県
漁
港
漁
場

協
会
会
長
、
全
国
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
会
長
の
連
名
で

政
府
及
び
各
都
道
府
県
の
地

元
選
出
国
会
議
員
等
に
働
き

か
け
、
提
言
事
項
の
実
現
を

図
る
こ
と
を
決
議
。
今
年
度

の
各
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
幹
事

協
会
を
中
心
に
各
省
庁
へ
要

請
を
行
う
「
合
同
要
請
」と
、

都
道
府
県
漁
港
漁
場
協
会
が

地
元
選
出
国
会
議
員
に
対
し

て
要
請
す
る
「
個
別
要
請
」

を
１１
月
７
日
に
実
施
し
た
。

農
林
水
産
省
で
は
山
本
啓

介
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
は

じ
め
、
中
村
隆
漁
港
漁
場
整

備
部
長
ら
水
産
庁
幹
部
に
面

会
。
提
言
を
手
渡

し
、
漁
港
・
漁
場

・
漁
村
や
海
岸
整

備
の
早
急
で
着
実

な
実
施
に
向
け
て

予
算
確
保
を
求
め

た
。財

務
省
で
は
宮

下
賢
章
主
計
官
、

小
林
侑
剛
主
査
、

国
土
交
通
省
で
は

中
村
元
太
国
土
政

策
局
離
島
振
興
課

課
長
補
佐
に
面
会
し
提
言
の

実
現
を
訴
え
た
。

合
同
要
請
の
参
加
者
は
次

の
通
り
。

［
農
林
水
産
省
］＜

北
海

道
漁
港
漁
場
協
会＞

�
橋
昌

幸
会
長
（
全
国
漁
港
漁
場
協

会
副
会
長
、
神
恵
内
村
長
）、

新
谷
哲
也
副
会
長
（
全
国
漁

港
漁
場
協
会
理
事
、
網
走
漁

業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
）、
加
藤
健
司
専
務
理
事
、

＜

茨
城
県
漁
港
協
会＞

豊
田

稔
会
長
（
北
茨
城
市
長
）
、

小
林
敏
明
（
北
茨
城
市
農
林

水
産
課
長
）
、
小
曽
戸
誠
理

事
（
茨
城
県
農
林
水
産
部
水

産
振
興
課
長
）、
益
子
剛
（
茨

城
県
農
林
水
産
部
水
産
振
興

課
課
長
補
佐
）
、
中
村
丈
夫

（
茨
城
県
栽
培
協
会
専
務
理

事
）
、
�
濱
芳
明
専
務
理
事

＜

熊
本
県
漁
港
漁
場
協
会＞

堀
江
隆
臣
会
長
（
全
国
漁
港

漁
場
協
会
理
事
、
上
天
草
市

長
）、
山
田
豊
隆
副
会
長
（
津

奈
木
町
長
）
、
植
田
光
和
事

務
局
長
（
熊
本
県
農
林
水
産

部
漁
港
漁
場
整
備
課
長
）
、

上
妻
嘉
昭
事
務
局
次
長
（
熊

本
県
漁
港
漁
場
整
備
課
審
議

員
）
、＜

（
公
社
）
全
国
漁

港
漁
場
協
会＞

田
中
郁
也
会

長
、
吉
竹
正
明
総
務
部
長

［
財
務
省
］＜

（
一
社
）

青
森
県
漁
港
漁
場
協
会＞

冨

岡
宏
代
表
理
事
（
全
国
漁
港

漁
場
協
会
理
事
、
（
風
間
浦

村
長
）
、
對
馬
廉
介
理
事
、

平
山
彩
夏
主
事＜

岡
山
県
港

湾
漁
港
協
会＞

石
飛
博
�
理

事
（
岡
山
県
農
林
水
産
部
水

産
課
長
）
、
事
務
局

元
谷

剛＜

（
一
社
）
沖
縄
県
漁
港

漁
場
協
会＞

奥
間
守
副
会
長

（
伊
是
名
村
長
）
、
中
西
聡

明
監
事
（
浦
添
宜
野
湾
漁
業

協
同
組
合
長
）
、
兼
次
孝
影

顧
問
（
沖
縄
県
農
林
水
産
部

漁
港
漁
場
課
長
）
、
内
間
亨

（
沖
縄
県
東
京
事
務
所
首
都

圏
営
業
課
長
）
、
渡
慶
次
功

（
沖
縄
県
東
京
事
務
所
首
都

圏
営
業
課
主
査
）
、
書
記

上
里
ひ
か
り
、＜

（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会＞

森
田

正
博
常
務
理
事
、
森
健
二
業

務
部
長

［
国
土
交
通
省
］＜

（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会＞

森
健
二
業
務
部
長

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
は
、
１０
月
１５
日
午
前
１１

時
４５
分
か
ら
山
口
県
下
関
市

の
海
峡
メ
ッ
セ
下
関
貿
易
ビ

ル
棟
１０
階
国
際
会
議
場
に
お

い
て
令
和
７
年
度
第
３
回
理

事
会
を
開
催
し
た
。
議
事
に

先
立
ち
田
中
郁
也
会
長
が
挨

拶
し
た
の
ち
、
来
賓
と
し
て

出
席
し
た
中
村
隆
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
長
が
挨
拶
し

た
。事

務
局
か
ら
、
理
事
会
は

定
足
数
を
満
た
し
て
お
り
成

立
し
て
い
る
こ
と
及
び
監
事

２
名
が
出
席
し
て
い
る
旨
が

報
告
さ
れ
た
後
、
議
事
に
入

っ
た
。

ま
ず
、
「
第
７４
回
全
国
漁

港
漁
場
大
会
付
議
議
案
承
認

の
件
に
つ
い
て
」
、
事
務
局

よ
り
、
今
年
度
各
地
区
で
開

催
さ
れ
た
漁
港
漁
場
大
会
や

地
区
協
議
会
か
ら
提
案
さ
れ

た
議
題
を
課
題
毎
に
整
理

し
、
水
産
庁
の
令
和
８
年
度

概
算
要
求
内
容
等
を
踏
ま
え

て
大
会
付
議
議
案
が
作
成
さ

れ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
に
承
認
さ
れ

た
。つ

づ
い
て
「
第
７６
回
全
国

漁
港
漁
場
大
会
開
催
地
決
定

の
件
」
に
つ
い
て
、
事
務
局

に
よ
る
説
明
と
鹿
児
島
県
漁

港
漁
場
協
会
に

よ
る
補
足
説
明

が
あ
り
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。

そ
の
後
、
川

添
健
鹿
児
島
県

漁
港
漁
場
協
会

会
長

理

事

か

ら
、
当
該
大
会

開
催
に
よ
る
鹿

児
島
県
来
訪
を

歓
迎
す
る
旨
の

挨
拶

が

あ

っ

た
。ま

た
、
報
告
事
項
と
し
て
、

「
令
和
７
年
度
（
上
半
期
）

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て
の

報
告
」
が
行
わ
れ
た
。

「
第
２３
回
全
国
漁
港
漁
場

整
備
技
術
研
究
発
表
会
」（
主

催‥

水
産
庁
、
北
海
道
、（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
）

が
、
北
海
道
札
幌
市
「
か
で

る
２
・
７（
か
で
る
ホ
ー
ル
）」

他
で
１０
月
２３
日
、
２４
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

た
。こ

の
発
表
会
は
、
昭
和
３１

年
か
ら
平
成
１３
年
ま
で
「
全

国
漁
港
建
設
技
術
研
究
発
表

会
」
と
し
て
４６
回
開
催
さ
れ

た
が
、
平
成
１４
年
か
ら
漁
場

整
備
に
関
す
る
技
術
を
加

え
、
漁
港
と
漁
場
を
一
体
的

に
取
り
扱
う
発
表

会
と
し
て
名
称
も

改
め
ら
れ
、
本
年

で
２３
回
目
、
昭
和

３１
年
か
ら
で
は
通

算
６９
回
目
と
な

る
。同

発
表
会
は
、

全
国
の
漁
港
漁
場

整
備
に
か
か
る
新

し
い
研
究
成
果
や

先
進
事
例
を
紹
介

し
、
漁
港
漁
場
整
備
の
技
術

の
向
上
、
普
及
を
目
的
と
し

て
お
り
、
今
年
度
は
全
国
の

漁
港
漁
場
関
係
技
術
者
約
２

６
０
名
が
参
加
し
た
。

１
日
目
の
発
表
会
開
催
に

際
し
、
水
産
庁
の
中
村
隆
漁

港
漁
場
整
備
部
長
、
田
中
郁

也
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
会
長
、
岡
嶋
秀
典
北
海

道
水
産
林
務
部
長
よ
り
主
催

者
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
岡
嶋

部
長
は
、
「
北
海
道
は
、
日

本
海
、
太
平
洋
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
に
囲
ま
れ
、
豊
か
な
漁

場
に
恵
ま
れ
た
我
が
国
有
数

の
水
産
物
供
給
基
地
だ
が
、

近
年
、
海
洋
環
境
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
サ
ケ
や
ス
ル
メ

イ
カ
と
い
っ
た
様
々
な
魚
種

の
生
産
が
低
迷
す
る
中
、
コ

ン
ブ
な
ど
の
藻
場
の
衰
退

や
、
近
年
頻
発
す
る
自
然
災

害
へ
の
対
応
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
皆
さ
ま
の

地
域
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

同
様
に
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
そ
の
対

応
に
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ

て
い
る
か
と
思
う
が
、
全
国

的
な
こ
う
し
た
状
況
の
中
、

生
産
基
地
と
な
る
漁
港
や
、

漁
業
生
産
の
場
と
な
る
漁
場

の
整
備
は
、
我
が
国
水
産
業

の
持
続
的
な
発
展
に
欠
か
せ

な
い
極
め
て
重
要
な
対
策
で

あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
本
日

の
研
究
発
表
会
で
は
、
『
漁

港
水
面
を
活
用
し
た
増
養

殖
』
に
つ
い
て
の
基
調
講
演

や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
、
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
、
『
海
業
』
な
ど

様
々
な
取
組
を
発
表
い
た
だ

く
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ご

参
会
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
を

機
に
、
様
々
な
観
点
か
ら
技

術
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
都
道
府

県
間
の
よ
り
一
層
の
連
携
も

図
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
実

り
多
い
機
会
と
な
る
こ
と
を

大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
」
と
挨
拶
し
た
。

そ
の
後
、
漁
港
水
面
を
活

用
し
た
増
養
殖
に
つ
い
て
と

題
し
て
東
海
大
学
生
物
学
部

海
洋
生
物
科
学
科
櫻
井
泉
教

授
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ

れ
た
。
続
い
て
、
北
海
道
に

お
け
る
漁
港
整
備
と
題
し
て

北
海
道
水
産
林
務
部
水
産
局

漁
港
漁
場
課
高
橋
和
多
利
主

任
に
よ
る
開
催
地
報
告
が
行

わ
れ
た
。

続
い
て
、
能
登
半
島
の
生

業
再
建
に
向
け
て
―
地
盤
隆

起
に
よ
る
被
災
の
技
術
的
課

題
―
と
題
し
て
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
事
業
課
能
登
半

島
地
震
災
害
復
旧
直
轄
代
行

チ
ー
ム
長
谷
川
匠
整
備
専
門

職
に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ

た
。引

き
続
き
、
テ
ー
マ
ご
と

に
数
題
の
一
般
発
表
が
行
わ

れ
た
。

災
害
リ
ス
ク
へ
の
対
応
力

強
化
の
テ
ー
マ
で
は
、
①
能

登
半
島
地
震
で
隆
起
し
た
漁

港
の
被
害
状
況
と
漁
業
再
開

に
向
け
た
動
き
に
つ
い
て
②

水
陸
両
用
建
設
機
械
を
用
い

た
能
登
半
島
地
震
被
災
漁
港

の
復
旧
の
２
題
が
発
表
さ
れ

た
。Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
の
テ

ー
マ
で
は
、
③
落
石
漁
港
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

を
活
用
し
た
施
工
の

取
組
に
つ
い
て
―
工

事
現
場
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
推

進
―
④
荷
さ
ば
き
所

の
機
能
保
全
点
検
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
及

び
Ｌ
Ｃ
Ｃ
低
減
に
資

す
る
技
術
に
つ
い
て

の
２
題
が
発
表
さ
れ

た
。流

通
拠
点
漁
港
機
能
強
化

の
テ
ー
マ
で
は
、
⑤
長
崎
漁

港
に
お
け
る
高
度
衛
生
管
理

の
実
現
に
向
け
た
施
設
整
備

と
未
来
戦
略
―
持
続
可
能
な

流
通
拠
点
漁
港
を
目
指
し
て

―
藻
場
・
干
潟
の
保
全
、
創

造
の
テ
ー
マ
で
は
、
⑥
調
査

時
期
の
異
な
る
空
撮
画
像
を

用
い
た
藻
場
分
類
手
法
⑦
藻

場
造
成
型
漁
港
施
設
で
あ
る

潜
堤
付
き
防
波
堤
の
消
波
機

能
と
設
計
法
の
２
題
が
発
表

さ
れ
た
。

漁
港
の
多
様
な
利
活
用
の

促
進
の
テ
ー
マ
で
は
、
⑧
海

業
の
推
進
に
つ
い
て
が
発
表

さ
れ
た
。

以
上
、
基
調
講
演
、
開
催

地
報
告
、
水
産
庁
報
告
を
含

め
１１
題
の
発
表
が
行
わ
れ
、

参
加
者
か
ら
は
各
発
表
後
に

活
発
な
質
問
が
出
さ
れ
た
。

２
日
目
は
現
場
研
修
を
２

コ
ー
ス
で
実
施
し
た
。
Ａ
コ

ー
ス
は
古
平
漁
港
コ
ー
ス
で

バ
ス
２
台
に
分
乗
し
、
耐
震

性
能
を
強
化
し
た
岸
壁
の
整

備
や
道
路
・
用
地
の
液
状
化

対
策
を
視
察
、
７４
名
が
参
加

し
た
。

Ｂ
コ
ー
ス
は
登
別
漁
港
コ

ー
ス
で
バ
ス
２
台
に
よ
り
、

陸
揚
げ
岸
壁
、
港
内
静
穏
の

た
め
の
防
波
堤
整
備
を
視

察
、
６１
名
が
参
加
し
た
。

「
発
表
者
」
一
般
発
表

①
（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村

総
合
研
究
所

後
藤
卓
治

②
（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
会
員

青
木
あ
す
な

ろ
建
設
㈱

内
海
了
輔

③
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発

局
釧
路
開
発
建
設
部
根
室
港

湾
事
務
所

中
野
喜
秀

④
（
一
社
）
漁
港
漁
場
新
技

術
研
究
会
衛
生
管
理
研
究
部

会

土
屋
詩
織

⑤
長
崎
県
水
産
部
漁
港
漁
場

課
（
兼
水
産
加
工
流
通
課
）

大
津
雄
平

⑥
（
国
研
）
土
木
研
究
所
寒

地
土
木
研
究
所

田
村
友
行

⑦
（
国
研
）
水
産
研
究
・
教

育
機
構
水
産
技
術
研
究
所

大
井
邦
昭

⑧
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

計
画
・
海
業
政
策
課

成
田

賢
仁

第
４４
回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
（
主
催‥

豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
推
進
委
員

会
、
第
４４
回
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
三
重
県
実
行
委

員
会
）
が
天
皇
、
皇
后
両
陛

下
ご
臨
席
の
も
と
、
三
重
県

で
１１
月
８
～
９
日
に
開
催
さ

れ
た
。

テ
ー
マ
は
「
受
け
継
ご
う

命
あ
ふ
れ
る

清
い
海
」。

志
摩
市
阿
児
ア
リ
ー
ナ
で
開

催
さ
れ
た
式
典
行
事
で
挨
拶

さ
れ
た
天
皇
陛
下
は
、
海
の

環
境
保
全
や
水
産
資
源
の
適

切
な
管
理
に
つ
い
て

触
れ
た
上
で
、
「
豊

か
な
海
づ
く
り
の
輪

が
三
重
県
か
ら
全
国

へ
、
未
来
へ
大
き
く

広
が
る
こ
と
を
願

う
」
と
期
待
を
述
べ

ら
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し

て
額
賀
福
志
郎
大
会

会
長
（
衆
院
議
長
）

と
一
見
勝
之
実
行
員

会
会
長
（
三
重
県
知

事
）
が
挨
拶
。
坂
本
雅
信
大

会
推
進
委
員
会
会
長
（
Ｊ
Ｆ

全
漁
連
会
長
）
が
「
私
た
ち

水
産
関
係
者
は
、
近
年
の
急

激
な
海
洋
環
境
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
豊
か

な
海
を
守
り
育
て
、
国
民
へ

の
安
心
・
安
全
な
水
産
食
料

の
供
給
を
果
た
し
て
い
く
責

務
が
あ
る
。
水
産
業
・
漁
村

の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
た

取
り
組
み
を
よ
り
一
層
力
強

く
進
め
て
い
く
」
な
ど
と
し

た
大
会
決
議
を
提
案
し
、
満

場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
南
伊
勢
町
の
宿

田
曽
漁
港
で
海
上
歓
迎
・
放

流
行
事
を
実
施
。
天
皇
、
皇

后
両
陛
下
は
漁
船
等
に
よ
る

海
上
歓
迎
パ
レ
ー
ド
に
笑
顔

で
手
を
振
ら
れ
た
後
、
同
県

の
栽
培
漁
業
を
代
表
す
る
イ

セ
エ
ビ
と
マ
ダ
イ
の
種
苗
を

放
流
さ
れ
た
。

同
大
会
は
安
全
で
美
味
し

い
水
産
食
料
を
食
卓
に
届
け

る
た
め
、
水
産
資
源
の
保
護

・
管
理
と
海
や
湖
沼
・
河
川

の
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
国

民
に
広
く
訴
え
る
と
と
も

に
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の

推
進
を
通
じ
て
、
水
産
業
の

振
興
と
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
各
地
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。
三
重
県

で
は
昭
和
５９
年
に
第
４
回
大

会
が
開
催
さ
れ
、
今
回
で
２

回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

来
年
は
大
阪
府
で
開
催
さ

れ
る
予
定
。
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漁漁
港港
大大
会会
提提
言言
のの
実実
現現
へへ
要要
請請

式典の様子（上）と種苗を放流される

天皇皇后両陛下（ＪＦ全漁連提供）

全国豊かな海づくり大会

三重県で開催

農林水産省（上）と財務省（下）への要望

の様子

第２３回

漁 港 漁 場 月 報

全
国
漁
港
漁

場
整
備

技
術
研
究
発
表
会
開
催

技術研究発表会の様子

第
７６
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
は
鹿
児
島

理事会の様子

全
国
漁
港
漁
場
協
会

第
３
回
理
事
会
を
開
催

登別漁港での現場研修の様子
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